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日本流行性腦炎罹患二十 日鼠淋巴腺に於ける

核 包 含 體 形 成 に 就 て

第1報　 病 毒 靜 脈 内 注 射 の 場 合

岡中醫科大學病理學敎室　(指導　濱崎敎授)

松 本 久

Ⅰ 緒 言

昭和16年 濱崎敎 授1)2)は同敎 授 の核病理 組

織化學的研究法を用ひて日本及び米國流行性

腦炎罹患二十日鼠腦及び鼻粘膜に於て核物質
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を含有 しない.特 異な核包含有體 を 甚 だ 著

明に檢 出 した.そ れは大腦脈絡膜 上 皮 細 胞

Oligodendroglia,小 腦Bergmann氏 細胞 を

選擇的 に侵 し,鼻 粘膜 では嗅腺々細胞の核 内

に占居す るを特徴 と し其 出現率 は100%の 理

想的成績 を示 し,既 知 の類似核包含體 とは核

病理組織學的 及び疾病學 的に確 實に鑑別 す る

を得 た.該 包含體 は其の形態 自身 はCowdry

3) A型 に屬 し大 さ3μ-5μ ,類 圓形 で廣い核

室隙 を距て染色棄質か ら明瞭に境 され,前 述

の様な特有の分布 を示 し從來問題視 された神

經細胞 には出現 しない.更 に爾餘の神 經組織

中眼球4)にあつては網 膜色素上 皮,内 耳5)に在

つ ては蝸牛殼前庭上 皮下結締組織 に出現 し敦

れの神 經組織 に於 ても神經細胞 自身 を避け其

の支柱 組織 乃至は附屬機關 に好發 する特性 を

有 する.同敎 授 は之 を總括 して嫌神 經 細胞性

(Neurozytophobie6))と 唱へた.從 來流行性 腦

炎 核包 含 體 に就 て は米 國 で はWebster u. 

Fite7) (1935)の 記載が最初で あ り,本 邦 に

於 ては谷 口8) (19351高 瀬9)10),池 田11)12),入

澤13) 等諸氏の報告があるが何れも分布及び形

態に於て濱崎敎授の核包含體と著しい相違が

あり,且 つその陽性率か ら判斷 して特殊性に

乏しく,濱 崎敎授が發見 した日本及び米國流

行性腦炎の特殊核包含體と判然區別して取り

扱はるべきである(濱 崎14))濱崎敎授及び其

の門下生等は該核包含體に關し廣範な研究を

行つたが,流 行性腦炎罹患二十日鼠淋巴腺の

核包含體に就ては,昭 和17年 濱崎敎 授15)は

同病毒鼻内接種法に依 り淋巴竇内皮細胞核内

に腦及び嗅粘膜に於て認められたと同範疇に

屬せしむべき核包含體を甚だ著明に證 明 し,

北岡16)氏は三田村敎授の下で高橋氏が行つた

濱崎敎授の實驗追試に於て,淋 巴腺に於て も

濱崎敎授の特殊核包含體を認めた事 を述 べ

た.更 に濱崎17)敎授及び杉原,藤 岡等は同病

毒を二十日鼠の靜脈内接種を行つた 際48時

問後に脾臟並に淋巴腺の網内細胞に多數の核

包含體を認めたことを學會で報告した.今 回

私 は濱崎敎授指導の下に日本流行性腦炎病毒

を靜脹内に接種した淋巴腺に就て逐日的に核

包含體形成機轉並に病理組織的變化 を追求 し

ためで茲に報告す る次 第で あ る.

Ⅱ 實驗材料並 に實驗方法

日本流行性腦炎病毒 は北 山内科患者か ら分

離 され た佐藤株の累代接種 を行つた動物材料

を使用 し定型的 に發症 した二 十 日鼠 の20倍

生理的食塩水腦乳劑 を20分 間遠心沈澱 し(毎

分3000回 轉)其 の上澄0.2～0.4ccを 體 重

109前 後 の二十 日鼠 の尾靜 脈内に注射 し,接

種後 よ り毎24時 間の間隔 を置 き之 を屠 殺 し

168時 間に至る期間に亘つ て主 と して腸間 膜

淋 巴腺に就 て檢索 した.淋 巴腺は屠 殺後直 ち

に硫酸銅加純 アル コールで固定 し型の如 くパ

ラフィ ン切 片 と な しHaematoxylin-Eosin

染色 を行つた.實 驗 例は接種後24時 間 の も

の12例,48時 間は4例,72時 間の もめは4

例,96時 間5例,120時 間5例,144時 間5

例,168時 間4例 計39例 でその他 に 參 考 と

して適 宜の時間に前脚 淋巴腺8例,後 脚淋 巴

腺8例,頸 部淋 巴腺4例 を檢索 した.

Ⅲ 實 驗 成 績

個 々の實驗成績 は省略 し代表 的な ものを茲

擧に げ,尚 各實驗動物の各 時間の淋 巴腺 に於

ける核包含體形成頻度は別表 に掲げた.

接種後24時 間後

動物 番號(1100),髓 質では網欣織 細 胞が

少 し增殖 し核 の肥大,淡 明化,或 は退 行 性

變化が あ り,染 色素分離,核 濃縮や核破碎が

認め られ る.縁 竇は擴大 し竇内皮細胞 は腫大

しその核内に稀 に0.3μ ×0.2μ 長橢 圓 形 の

淡紅色で光 澤のあ る核包含 體が現れ,核 壁 染

色素增 多が認 め られ る.又 廣い核 室 隙 内 に

0.3μ 前後の深紅色の顆粒數個群 在 す る(B

圖).髓 質の網状織細 胞核内 に微細顆粒(0.3

μ～0.5μ でEosinに 光 輝性 に染 り又時に細

長 い核室隙の 中軸部 に微細絲状の赤染物質 を

認 めるが此等が 核包 含體 の形成初 期 なる こと

は後の標本 所見 を參照すれ明かであ る.竇 内

及び實質 中に少數の單核球,多 型 核 白血球 の

浸潤が 認め られ る.

動物番號(1104),竇 内皮細胞 の 核 は28μ
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x15μ に肥大 して染色素は消耗 しその部に4

μ大 光輝 性の核包含體が見 られ る.深 紅色類

圓形で周邊 は少 しく鋸齒状で,核 壁の1側 に

存 し染色素は核壁 に集簇 してゐる.血 管内皮

細胞 は著 しく增殖 して ゐるが核包含體は認 め

られ ない.

動物番號(1113),竇 内に脱落 した竇内皮 細

胞核内に可成 り多數 に包含體が見 られ る.時

に深 紅色0.3μ ×0.5μ の顆粒状包含體 が あ

り染色素 中隔に依 り2分 された核空隙内に位

置 する.胞 體並に核 は著 しく腫大 し前者の邊

縁 は崩壞 してゐる.又2μ 大の圓形淡 紅色 の

包 含體があ りその核 空隙は狹 く核壁染色素増

多がある.　(A圖)網 状織細胞核 内に核包含體

を見 る事は稀で ある.

接種後48時 間

動物番號(1020),實 質 中の淋 巴球 は減 少 し

網 状織細胞 は著 しく增殖 し多數 のPlasma細

胞,單 核球,少 數の多型核 白血球 の浸潤が あ

る.竇 腔 は擴大 し内に多數の類 圓形の脱落竇

内皮細胞 及び 同上遊 走細胞 を容れ てゐ る.竇

内皮細胞は增 殖 し同細胞核 内や脱 落 した竇 内

皮細胞核 内に包 含體は多數 見 られ る.核 は腫

大 して屡 々2核 稀には3核 を有す る巨態細胞

もある.此 等の核の多數 は染色素消耗 し核空

隙 を形成 し2μ ～4μ 時に7μ に達す る 核 包

含體 を容れ てゐ ろ(C圖).包 含體 は類 圓形又

は橢 圓形で嗜酸性強 く境界は鋭利で あるが核

の變性が可成 り進 んで ゐる爲に核空 隙は不明

瞭 で空隙内に嗜酸性蛋 白物質 を容れ て ゐ る.

光 澤は一般 に尠 ない.時 に1核 内に1μ 大 の

包含體2ケ 有す る もの もある.網 状細胞核内

に も少數の小 さい包含體 を認 めるが竇 内皮細

胞に比 して著 しく尠 ない.

動 物番號(1022),脱 落腫大 した竇 内皮細胞

で核包含體 を有す る ものは退行性變 化強 く核

は腫大 し核融解が著 しく核膜 も一部 顆粒状 に

崩壞す る.斯 る場 合包含體 も腫大 して光澤 に

乏 しく境界 は明瞭 を缺 ぐ(D圖),注 目すべ き

は細胞が死滅 して核の染 色性 が全 く失はれ る

と核包含體 も顆粒状に崩壞 し次 で消失す る事

で ある.

接種後72時 間'

動物番號(1026),實 質中では淋巴球は減少

し網状織細胞の增 殖が見 られ るが48時 間 に

比 して淋巴球は稍 々增加 しPlasma細 胞は減

少す る.寳 内に脱落 した竇内皮細 胞 も48時

間 に比 し著 しく減少する.斯 る核 内 に2μ ～

4μ 大淡 黄色乃至淡紅色 の包含體 を認め る が

その嗜酸性及び光澤 を減 ずる.染 色素の著 し

く消耗 した ものに は核膜の破壞せん とす るも

の もあるが,一 方染色素が再生 して核 空隙 の

狹 くなつて居 るの もあ る.

動物番號(1027),竇 内皮細胞の核 包含體 は

稍 々多數 に見 られ る.殊 に染色素 の再 生に依

り核空隙が狹 まつた ものが多 く,染 色素 は核

内側か ら求心性輪状に或は放射状 突起 を出す

ものが認 められ る.(E圖)

接種後96時 間

動物番號(1029),竇 内に脱落 した内皮細胞

及び腫脹 した網 状織細胞核内に包含體 はなほ

中等度 に存す るけれ ど も,殆 ど總 てが淡黄色

で 光澤鈍 い顆粒状 に崩壞 してゐる.染 色素の

再 生 も著 しく進行 し核空隙 の大部分 を充 した

もの も稀に見 られ る.總 じて寳内皮細 胞 よ り

網状織細胞核内 に包含體 を多數認 める.

動物番號(1033),核 包含體の數 は可成 り存

す るが崩壞 に瀕 した ものや再生 した染色素 に

覆 はれ た ものが多 く,定型的 な ものは尠 ない.

染色素の再生が進 んだ ものでは多 くは核空隙

内に中隔状或 は網樣の構造物 が現 はれ る.(F

圖)Plasma細 胞は甚だ減少 して居 る.

接種後120時 間

動 物番號(1034),核 包含體の變性及び核壁

染色素の再 生進み,核 空隙内に中隔状又は網

状に再 生 して其 内に包含體は淡黄褐色の顆粒

として散見す る.然 し少數の もの猶定型 を保

つ てゐる.プ ラスマ細胞は著 しく減 少 し又 そ

の各細胞の原形質が挾 くな り淋巴球 との間に

移行型が見 られ る.一 般 に淋 巴球の再 生が著

しい.

動物番號(1036),包 含體の過半數は淡黄紅

色或は帯褐色 を呈 し染色素 の再 生は進 み核空

隙は稀薄 な染色素 で充 され,此 を透 して包含
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體の殘片を認める(G圖),染 色素の再生の な

い場合 も核空隙は淡赤褐に染る物質を容れた

ものが多い.

動物番號(1037),染 色素の再生著 しく稀薄

顆粒状の染色素は核空隙を充し,淡 黄褐色顆

粒に崩壞 した核包含體 も漸次吸收れて基質の

淡明化したものが見られる.

接種後144時 間

動物番號(1039)'實 質の一部は鬆粗化 し網

状織細胞及び淋巴球の核に一部核融解を認め

る.赤 色調 を有する定型的の核包含體は全く

認めめられず,黄 褐色顆粒状に崩壞 した包含

體 も多數吸收され染色素の再生に依つて正常

像に近 ず く核が增 加す る.(H圖),

動物番號(1041),強 く變性に陷つた核包含

體 を算入すれば相當數の ものが殘つてゐるが

明かに包含體 と思 はれ る ものは甚 だ少數で そ

れ も總 て淡黄 褐色顆粒状に認め られ る.プ ラ

スマ細胞 は殆ど跡を絶 ち,網 状織細胞核内 に

稍 々多數の核粉末 が貧喰 され てゐ る.

接種後168時 間

動物番號(1046),竇 内皮細胞 核内に淡黄褐

色顆粒状の包含體 を少數 に認 められ るが更 に

褪色 して淡黄灰 白に見え,原 形質 内に も同樣

の顆粒が認 められ る.

日本流行性腦炎病毒靜脈内接種に依る

二十日鼠淋巴腺に於ける核包含體の時間的 經過像

動物番號(1044),核 包含體は竇 内皮細胞 核

24時 間(初 期形成)

B圖 A圖

・O.3ｵ前 後の 深

紅色穎粒状集團
の包含雌

2N大 淡紅

色の包含體

72時 間

E圖

染色素の求心性再生

包含燈は淡紅色乃至淡黄紅色

120時 間

G圖

染色素の顆粒状再生

包含體は淡黄褐色顆粒状に崩壊

48時 間

C圖 D圖

2～4μ 時間に7μ
大嗜酸性 の強い境界
明瞭な包含憧

核膜 の一部崩壊
と包含體 の愛性

96時 間

F圖

染色素の中隔状再生.

包含體 は光澤の鈍い顆 粒状に崩壊

144時 間

H圖

包含膿の吸収 と染色

素の再生に依 り正常構造に近い核
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丙 に顆粒 状に崩壞 した淡黄褐色の小 體 として

認 め られ,胞 體 中には多數の核粉 末や淋巴球

及び多型 核白血 球 を貧喰 し,又 空胞 を形成 し

或 は黄褐色微細顆粒状の色素 を充 す も の が

ある.此 等 の細胞は一般 に退行性變化が強 く

崩壞 に傾 ぐものが名い.

日本流行性腦炎病毒靜脈内接種に

依る淋巴腺の核包含體一覧表

Ⅳ 實驗成績總括

接種後24時 間 では竇内皮細胞 は著 し く腫
 

大 し殊に甚だ しい ものは2～3倍 か ら6～7

倍に達 し胞體は紅染して網状の構造が認めら

れる.核 も共に腫大 して最 大28μ ×15μ に

達 した ものがある.斯 く巨大になつた竇内皮

細胞核内には多くは核包含體の形成を認め核

には染色分離が起 り染色素が漸次消耗して核

内に境界不明瞭な嗜酸性顆粒 が現 はれ る.其

大 さ0.3μ 前後の ものが多いが最 大め もの は

4μ 大の を認めた.Eosinに 染色 して 顆 粒 形

態 は不規則で あ る.顆 粒 は後發す る顆粒の合

體 に依つて增 大す る ものの如 く融合不完全 な

ものは微細顆粒の集團 と して現はれ る.核 空

隙 は包含體に比 して甚 だ大 きいが境界不明瞭

で染色素の微細顆粒 が分 散 して居 る.又 時 々

空隙が染色素索 に依つて2分 せ られ各 々の小

室 に顆粒 を容れた もの もあ る.上 記所 見は縁

竇 に最 も著 しく中間竇には輕微で髓質では極

て稀 であ る.髓 質の網状織細胞 は中等度 に腫

大 して有絲分裂 を起 した ものがあ る.核 あ腫

大 は著 しくないが,染 色素分離 に依つて出來

た染色素の空隙 中に0.3μ 前後 の微細 な嗜 酸

性顆粒が稀に認 め られ る.此 の 顆粒 は時に

Eosin濃 染 して境界明瞭なの もあ る.そ の時

は多 くは空隙 も明瞭 に見 える.細 長 い核 では

核 の長軸に沿ふて纎細 な嗜酸性絲 状物 を形成

す る事が ある.又 棍棒状の核尖端 に出來た小

空隙 中に微細な顆粒 の形成 され て居る事 もあ

る.血 管 内皮細胞 も腫大增 殖が相當著 しいが

核包含體は發現 しない.骨 髓 巨態細胞 内に も

包含體は認め ない.淋 巴腺内には中等度の單

核球,Plasma細 胞,少 數の多型核 白血 球 の

浸潤があ る.尚 淋 巴腺附近 の脂肪細胞核 中に

O,5μ ～1.0大 の核包含體 を稀 に認 める.核 空

隙は一般 に狹 くて不明瞭であ る.

接種後48時 間では竇内皮細胞 の增 殖 脱 落

が著 しく脱落 した ものは類 圓形 に著 しく腫大

を起 す.核 も腫大 して2核 性 更に3核 性の巨

態細胞 を形成 して多 くの もの に核包含體が認

められ る.染 色素 は消耗 して核空隙 は核の大

部分 を占める樣に なるが 空隙内には淡紅色の

蛋 白物質や染色素崩壞 物質 を容れ て居 る.核

包含體 は增 大 して3μ ～4μ 時には7μ に達

・し,等 質赤紅色 を呈 し大型の ものは核 空隙 を
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充 して居る.核 や胞體の腫大が著 しいものは

核膜は顆粒状に崩壞 し嗜塩基性を失ひ核内容

と原形質との間に直接交流が起 り得る状態に

なると包含體は膨化 し顆粒状に崩壞する.そ

して核の染色性が失はれて細胞が死滅する時

期では核包含體は全く消失する.從 つて核包

含體が細胞外に遊離 して存するといふ事はな

い(之 は恐 らくVirusは 生活細胞内に於ての

み生命 を保ち得るものである爲であ ら う).

網状織細胞 も24時 間に較べて增加する が 著

しくは無い.本 細胞核も腫大するが竇内皮細

胞に較べると腫大は輕微である.腫 大 した核

の染色素は崩壞する爲た核空隙の境界は明瞭

でない.然 し網状織細胞では小形の核包含體

が比較的多く之は境界明瞭で核空隙も一般に

狹いが染色素との境が判然として居る.尚 竇

内に多數の單核球,Plasma細 胞,淋 巴球が

遊離 して甚だ しい場合は實質との境が不明瞭

となるものがある.實 質では一般に淋巴球が

著減 して單核球,Plasma細 胞 及び增 殖 し

た網状織細胞で占められてゐる.淋 巴腺附近

の脂肪細胞に小形の核包含體を稀に認めるが

24時 間に比 して決 して增加 して居 な い.前

脚,後 脚及び頸部淋巴腺に於 て も2μ ～4μ

大定型の核包含體 を認めるがその形成は腸間

膜淋巴腺に比 して微弱である.病 理組織的變

化は腸間膜淋巴腺のそれと大同小異であるが

前脚及び後脚淋巴腺に於ては一部の血管内皮

細胞の增殖腫大が著 しく之れに多數の單核球

を混じ血管腔を狹小ならしめて居る.

接種後72時 間の淋巴腺に於ては核包 含 體

の總數は48時 間と大きい違ひは無い が 定型

的包含體は著しく減少して包含體の變性及び

染色素の再生があり,又48時 間で著 し く減

少 した淋巴球も段々再生し,核 包含體形成は

極期を過 ぎた感 じ を得 る.即 ち48時 間後

Virusの 毒力の強い場合は變性が核膜まで及

び核並に胞體が崩壞に陷り又細胞の抵抗力の

強い場合は核包含體は變性を起し染色素再生

して細胞は生活力を快復する.核 空隙の壁か

らは染色素は微細な突起状をなし或は網状乃

至顆粒状をなして再生し空隙内に浸入する一

方核包含體は嗜酸性及び光澤を減 じ途に淡黄

色顆粒状となり,周 邊 より崩壞 して漸次吸收

され る.

接種後96時 間では核包含體の數は72時 間

に較べて左程減少して居ないが包含體の退行

性變化が進み定型的なものは著 しく減 少す

る.包 含體は膨化 して基質は微細顆粒状にな

り嗜酸性と光澤を著 しく減 じ,淡 黄色の光澤

の鈍い小體とな り邊縁から顆粒状に崩壞し核

空隙の大部分を充満する.又 核膜からは染色

素が突起状又は網状に空隙内に浸入して崩壞

しつつある核包含體を包埋する.斯 樣な所見

を呈 した場合は核包含體の初期形成から逐日

的に觀察 した者で無ければ到底之れが流行性

腦炎の特殊核包含體である事を斷定 し得 な

い.勿 論核包含體と核の變性が共に進み細胞

全體が崩壞に傾くものも認められる.核 包含

體の變化は竇内皮細胞のものに於けるよりは

網状織細胞に於けるものが著 しく進み,包 含

體全體が全 く淡黄褐色顆粒状に崩壞 したもの

が散見せられる.淋 巴腺實質では淋巴球が著
ノ

しく再生してその反對にPlasma細 胞が減少

し兩者は拮抗的に出没する樣である.

接種後120時 間では核包含體は多數細顆粒

状に崩壞 し赤色調を全く失ひ淡黄褐色を呈す

るものが多い.染 色素の再生は甚だ しく,稀

薄顆粒状の染色素が核空隙を充し,初 めは顆

粒状に崩壞 した核包含體の遺殘物を認め得る

が之も段々吸收されて基質は淡明となる.斯

樣な核は最早核包含體との關係は認知し難く

正常像の少しく腫大 して核中心部の淡明化 し

たものと少しも變る處は無い.唯 此等の標本

ではその附近に核包含體含有の核が猶相當に

あり之等との間に多數の移行型を追求 し得る

のである.他 に鮮紅色定型的の核包含體は殆

ど認めない.淋 巴球が實質の到 る處に盛に再

生 しPlasma細 胞は減少する.

接種後144時 間では核包含體の數は著 しく

減少する.之 は前記の樣に核包含體が崩壞 し

て段々吸收される一方染色素の再生に依 り核

空隙が失はれ,核 の正常構造が取 り戻 される

爲であらう.前脚,後脚及び頸部淋巴腺に於て
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も核包含體は淡黄褐色顆粒状に崩壞 し染色素

の再生が認められる.併 し腸間膜淋巴腺の1

例には核空隙 も宏 く紅色に輝 く境界明瞭な核

包含體が少數に認められた.從 つて此 の時期

に も時として核包含體の後期形成が起るもの

と思はれる.淋 巴腺の實質には淋巴球が段々

増加 してPlasma細 胞は著 しく減少する.網

状織細胞は腫大 して多數の核粉末を攝取して

居る.

接種後168時 間では核包含體は甚だ しく減

少 し僅かに淡黄褐色の小體として殘 り,核 空

隙 も殆ど消失 して居る.微 細顆粒状に崩壞 し

た ものは更に褪色して淡黄灰色に見え原形質

内にも同樣の顆粒が多數に現はれ る事が あ

る.尚 原形質内に多數の核粉末が攝取され又

は空泡を形成 して細胞が崩壞死滅に瀕 して居

るものがある.

Ⅴ　結 論

日本流行性腦炎(佐 藤系)を 二十 日鼠の靜

脈内に接種 しその腸間膜淋巴腺に就て核包含

體の形成機轉並に病理組織的變化を逐日的に

觀察を行つた.

1) 接種後24時 間たつと核包含體 の初 期

形成が認められ,竇 内皮細胞及び網状織細胞

核に染色素分離が起 り,染 色素が消耗 した部

に0.3μ 前後の嗜酸性顆粒が出現する.

2) 接種48時 間たつと核包含體形成 の 極

期 とな り, 2μ～4μ 大時には7μ の類圓形乃

至楕 圓形の嗜酸性の強い境界鋭利 な核包含體

が多數 に前記細胞 に形成 され る.

3) 接種後72時 間たつ と細胞核の變 性 進

み遂 に包含體 と共 に崩壊す る.そ の爲に定型

的核包含體は著 しく減少する.併 し核の抵抗

の強い ものでは包含體 の變性 のみ進み,核 の

方では染色素の再生が現はれ る.

4) 接種後96時 間では核包含體の退行性變

化進 み嗜酸性 と光澤が 著 しく減 じ,邊 縁 よ り

顆粒 状に崩壞 し,核 壁か らは染色素が核 空隙

に浸 入 し崩壞 しつつある包含體 を包埋 する.

5) 接種後120時 間たつ と核 包含體 は細顆

粒状に崩壞 し多 くは赤色調 を失 ひ淡黄褐色 を

呈 し染色素 は再生著明で核空 隙 を充す.

6) 接種後144時 間で は核包含體 の崩壞 と

染 色素の再生に依 り,核は正常構造 に近 づ く.

7) 接種後168時 間では核包含體 は僅かに

淡黄褐色 の小體 と して殘 り,又 微 細顆粒状 に

崩壞 した もの は更 に褪色 して淡黄 灰 色 に 見

え,核 空隙 も殆 ど消失す るの を認 める.

8) 核 の崩壞 は必 ずその包含體 の崩壞 を伴

ふ.從 つて核 外に遊離 した包含體 を認 めない.

9) 本實驗動物の腦18)に於 ける核包含體 形

成の極期は接種後約120～144時 間で,淋 巴

腺 との間に著 しい 「づれ」が認 め られ る.

擱筆に臨み,終 始御懇篤な御指導と御校閲を賜

った恩師濱崎敎授に深甚な謝意 を表す る次 第 で

す.
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